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１．健康保険法等の一部を改正する法律案

２．参議院 厚生労働委員会 猪瀬氏質問

本日のテーマ

本日のテーマ



健康保険法等の一部を改正する法律案概要

健康保険法等の一部を改正する法律案 概要
１ ．より公平な負担の実現、効率的な給付の確保
① OTC類似薬の薬剤給付の見直し
② 後期高齢者医療の窓口負担等の見直し

２ ．出産等の次世代支援、現役世代からの予防・健康づくり
① 出産に伴う妊婦の経済的負担を軽減
② 妊婦健診に伴う妊婦の経済的負担を軽減
③ 子どもに係る均等割保険料（税）の軽減措置
④ 現役世代の予防・健康づくり強化（協会けんぽ）

３ ．必要な医療の提供の確保
① 高額療養費の支給見直し
② 業務効率化・勤務環境改善に取り組む医療機関支援

４．その他（協会けんぽの平均保険料引下げ措置な ど）

施行日：１①公布後１年以内に施行



2026年５月21日参議院 厚生労働委員会

１．高額療養費制度の見直しで医療費削減策
はいくらか。

２．高齢者の外来特例廃止は見直しになったが、
厚労大臣の見解

３．OTC類似薬77成分1100品目

猪瀬議員 OTC類似薬を全て「一部保険外療養制度」の対象にし、
全額を「特別の料金」として患者の自己負担とした場合の医療費削減効果？

上野賢一郎厚生労働相 「現時点で正確に答えることは難しい」と前置きした
上で、非処方箋薬は約1100成分、7000品目、薬剤費は約1.2兆円に上ると説明。

猪瀬議員 「特別の料金」も薬剤費の4分の1に定められたことを「全く不本意」と
し、今回の法改正はそういう大きな改革に向けての第一歩として評価するしかな
いが、間髪入れず次の法改正に向けて動き始めるべきだ」



2026年５月21日参議院 厚生労働委員会

猪瀬議員 OTC類似薬を全て「一部保険外療養制度」の対象にし、
全額を「特別の料金」として患者の自己負担とした場合の医療

費削減効果？

上野賢一郎厚生労働相 「現時点で正確に答
えることは難しい」と前置きした上で、非処方箋薬
は約1100成分、7000品目、薬剤費は約1.2兆円に
上ると説明。

猪瀬議員 「特別の料金」も薬剤費の4分の1に定
められたことを「全く不本意」とし、今回の法改正
はそういう大きな改革に向けての第一歩として評
価するしかないが、間髪入れず次の法改正に向
けて動き始めるべきだ」



間保険局長 今回の改正は本年8月と来年8月
の二段階で実施する。
最終的な見直しによる財政への影響は保険

給付ベースで2,450億円の減を見込んでいる。

現行の高齢者の外来特例を外した場合の財
政影響は3,400億円程度の減と試算している。



改正薬機法に伴う省令案（概要） 

改正薬機法に伴う省令案（概要 ）

上野大臣 高額療養費制度の基本的な考え方は非課税層を除いて、
年齢に関わらず負担能力に応じて、同額の負担上限額が設定され
ている。
その上で高齢になると受診頻度も増えることから70歳以上で一定
の所得以下の人に対して外来特例が設けられている。
外来特例のあり方も改めて専門委員会で議論してもらった。その
結果、加齢に伴って増加する受診回数という高齢者の特性と制度の
必要性は理解できる。ただ医療費が増加している中で一定の見直し
が必要だと一致した。
従って本年8月以降、外来特例の自己負担上限額を見直すことに
している。
外来特例の対象年齢についても議論があり、そのなかでは高齢者
の経済的負担が急激な変化が生じないような制度にすべきだ、と整
理されている。こうした問題も含めて外来特例については不断に検
討する必要があると考えている。
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